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「「徳徳島島教教育育大大綱綱」」ににつついいてて 

 

 「徳島教育大綱」（令和６年３月策定）は、本県における教育、学術、文化及びスポーツの振興に関

する総合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定めたものである。「徳島教育大綱」

では、個性と国際性に富み、大きな夢や高い目標を持って、自らの可能性を高め、主体的に未来を切り

拓くために果敢に挑戦する力を育む「徳島ならでは」の教育により、本県の宝である「人財」の育成を

目指している。 

 

 

 

 徳島教育大綱で求められる「人財」の具体像として、次の①～③が示されている。 

 ① 夢と希望を持って、国際性を身に付け、自らの可能性を伸ばし、個性を発揮しながら、未来を切

り拓くために「果敢に挑戦する人財」 

 ②  人と人、人と地域のつながりを大切にし、他者への共感や思いやりを持って、多様な価値観を持

つ人々と共に輝き、「新たな価値を共創する人財」 

 ③  郷土への愛や誇りを持ち、未来社会の創り手として、主体的に考え、意欲的に学び続けながら、

「地域のために行動する人財」 

 また、「徳島教育大綱」においては、次の六つの重点項目が示されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

徳徳島島教教育育大大綱綱のの基基本本方方針針  

個個性性とと国国際際性性にに富富みみ、、夢夢とと志志ああふふれれるる「「人人財財」」のの育育成成 

重重点点項項目目ⅠⅠ  未未来来をを拓拓くく力力をを育育むむ教教育育のの推推進進 

持続可能な社会の創り手として、世界の人たちと交流し、新しい価値を創造することができる

人財を育成するため、最先端のデジタル環境による教育ＤＸの実践、世界とつながり国際社会の

一員として活躍できる自律したグローカル人財の育成に向けた取組の充実など、未来を拓く力

を育む教育を推進します。 

～１０年程度先の将来ビジョン～ 

全ての児童生徒が、自分の良さや可能性を認識し、持続可能な社会の維持・発展に向け、「主

体性」、「創造力」、「論理的思考力」等の資質・能力を開花させています。 

重重点点項項目目ⅡⅡ  個個性性をを活活かかしし、、確確かかなな学学びびをを育育むむ教教育育のの推推進進 

主体性を持って、自らの個性を発揮した豊かな人生を切り拓いていく人財を育成するため、

多様な体験活動や他者との協働・課題解決型学習の展開、教育関係機関や社会との連携、学校

の特色化・魅力化、キャリア教育の充実など、自分で考えて行動することができる力を育み、心

身共に健康で幸福な生活を営むことができる資質・能力を伸長する教育を推進します。 

～１０年程度先の将来ビジョン～ 

学校と社会の連携・接続が図られ、グローバル化する社会問題に柔軟に対応し、全ての児童

生徒が、確かな学力と主体的に社会の形成に参画する態度を身に付けています。 

重重点点項項目目ⅢⅢ  全全ててのの人人のの可可能能性性をを引引きき出出しし、、多多様様性性をを育育むむ教教育育のの推推進進 

誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出し、誰もが輝ける共生社会を実現するため、

「ポジティブ行動支援  」の更なる展開、いじめ・不登校に適切に対応できる教育相談体制や

多様化する学習ニーズに対応した教育の充実など、「ダイバーシティとくしま」の実現に向けた

多様性を育む教育を推進します。 

※ 
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   「徳島教育大綱」の行動計画として位置付けられた「徳島県教育振興計画（第４期）」は、本県

が目指す教員の姿（目標）や施策の基本的方向などを明確に示すとともに、それらを実現するため

に必要な教育施策や取組を整理したものである。 

   本県教育の目指すところをしっかりと把握し、児童生徒の前に

立つ教師自らが、教職生活全体を通して学び続ける姿勢をもち、

常に自己を高めていく研修を積み重ねていくことが求められる。 

 

～１０年程度先の将来ビジョン～ 

多様性を認め合う教育の充実により、全ての児童生徒が、社会の中でそれぞれの役割を果

たしながら、自分らしい生き方を実現しています。 

※ポジティブ行動支援：障がいの有無に関わらず、望ましい行動を効果的に教え、その行動ができた際に

賞賛や承認をすることにより、全ての児童生徒が主体的に適切な行動を学ぶ教育方法のこと。 

重重点点項項目目ⅣⅣ  人人生生１１００００年年時時代代ののママルルチチスステテーージジでで輝輝くく教教育育のの推推進進 

自己肯定感を高め、他者を認め合い、多様な個人それぞれが幸せと生きがいを感じるウェ

ルビーイングを向上させていく社会の実現に向けて、誰もが学びやすい環境の整備、生涯に

わたり自己実現や地域社会への貢献につながる学習機会の充実など、生涯学び、活躍できる

環境づくりを推進します。 

～１０年程度先の将来ビジョン～ 

全ての児童生徒が健やかに成長できる環境と、生涯にわたり新たな知識やスキルを身に付

ける環境が保障され、多様な人々が、社会の中で生き生きと活躍しています。 

重重点点項項目目ⅤⅤ  地地域域・・家家庭庭・・学学校校がが連連携携しし、、協協働働すするる教教育育のの推推進進 

「社会に開かれた教育課程」を通じて魅力あふれる社会をつくるため、地域・家庭・学校

の連携・協働による地域コミュニティの教育機能の充実・強化や、地域の担い手育成を図る

とともに、教育人材の確保や教員の働き方改革を実現し、持続可能な「地域ならでは」の教

育活動を推進します。 

～１０年程度先の将来ビジョン～ 

「地域とともにある学校」による地域総ぐるみでの連携・協働が図られ、全ての児童生徒

が、地域コミュニティの中で共感的・協調的な関係を築いています。 

重重点点項項目目ⅥⅥ  文文化化・・ススポポーーツツがが躍躍動動すするる教教育育のの推推進進 

優れた才能や個性を発揮し、躍動する人財を育成するため、藍染や阿波おどりといった伝

統文化や様々なスポーツに親しむ環境を充実させるとともに、徳島が誇る歴史や風土で育ま

れた「あわ文化」の継承や魅力の発信、トップアスリートの発掘・育成など、文化・スポー

ツレガシーを継承する教育を推進します。 

～１０年程度先の将来ビジョン～ 

全ての児童生徒が、徳島の歴史やあわ文化への理解を深め、スポーツを通じた価値を享受

でき、活力にあふれ、「ふるさと徳島」への誇りと愛着を抱いています。 

「徳島教育大綱・ 

徳島県教育振興計画」 
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ととくくししまま教教員員育育成成指指標標ににつついいてて 

 

１１    本本県県がが目目指指すす教教員員像像 

  「徳島教育大綱」における基本方針「個性と国際性に富み、夢と志あふれる『人財』の育成」

を目指し、主体的に学び続け自己を高める教員 

２２  ととくくししまま教教員員育育成成指指標標ににおおけけるる資資質質・・能能力力 

変化の激しい時代において、学校教育を取り巻く環境の変化を前向きに受け止め、主体性を発

揮しながら、個別最適な学び、協働的な学びにより、教職生涯を通じて学び続けるといった、新

たな教師の学びを実現する観点から、改正教育公務員特例法（令和４年５月）を受け、より効果

的な教師の資質向上を図るため、令和４年８月、「公立の小学校等の校長及び教員としての資質

の向上に関する指標の策定に関する指針」が改正された。 

その中で、教師に共通的に求められる資質・能力を、①教職に必要な素養、②学習指導、③生徒

指導、④特別な配慮や支援を必要とする子供への対応、⑤ＩＣＴや情報・教育データの利活用の

５つの柱で再整理し、教員研修計画の整備等、教員等としての資質の向上を推進する体制整備に

取り組む重要性が示されたことを受け、令和５年２月に再整理を行った。さらに、令和６年３月

に「徳島教育大綱」が策定されたことを受け、「本県が目指す教員像」を、教育大綱に合わせる

形で、令和７年３月に「とくしま教員育成指標」を一部改正した。 

公立学校の小学校等の校長及び教員としての資質の向上に関する指標の策定に関する指針の改正（令和４年文部科学省告示第 115 号）」より 

 

「①教職に必要な素養」に支えられた「②学習指導」「③生徒指導」に関わる資質を発揮する

際に、「④特別な配慮や支援を必要とする子供への対応」と「⑤ＩＣＴや情報・教育データの利

活用」が大きな影響を与える。換言すれば、「④特別な配慮や支援を必要とする子供への対応」

と「⑤ＩＣＴや情報・教育データの利活用」に関わる知識やスキルを向上させることにより、「②

学習指導」「③生徒指導」が児童生徒一人一人により応じたものとなる。 
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